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論文内容の要旨

本論文は，タオル織物の品質向上を目指すために，その物理性能とくにパイ jレ引抜き強さについて

解明を行い，パイ jレ抜け防止に関する指針を得ょうとしたもので 7 章からなる。

第 1 章は緒論であり，本研究の目的，背景および論文の概要を述べている。

第 2 章では，タオノレ織物のパイノレ引抜き強さに影響する屈曲状態での摩擦を取り上げ，従来の摩擦試

験機では測定が不可能であったパイル引抜きの検討に必要な任意の屈曲角度での摩擦測定を可能にする

試験機を試作し，各種試料について糸を構成する因子と屈曲状態における摩擦との関係を見出している D

第 3 章では，パイル引抜き強さの試験方法を述べ，それを用いてパイル糸とよこ糸との関係について

研究し，パイノレ引抜き強さを，接触幅による係数，摩擦係数および‘パイノレ糸がよ乙糸と交差するときの

屈曲角度で示す式を提案している。

第 4 章では，たて糸張力を増加するとたて糸の交差角度が小さく，織物密度が大きくなり，その結果

パイル引抜き強さが大きくなることを見出している。

第 5 章では，タオル織物はパイノレ引抜き強さが 50 gf 以下の場合に洗濯中パイル抜け現象が生じるが，

洗濯回数を重ねるとパイノレのねじれや毛羽が増加してパイノレ引抜き強さが大きくなり，さらに洗濯に用

いる水道水中の不純物によって手触りが硬くなることを明らかにしている。

第 6 章では，タオル織物のパイル引抜き強さを大きくするためにタオル組織のよこ糸本数を増加させ

て摩擦力を大きくするか，あるいはよ乙糸の撚数を多くし，パイル糸の撚数を少なくすることが有用で

あることを提案している。

第 7 章は総括であり 各章の研究結果をまとめ 本論文の結論を述べている。
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論文の審査結果の要旨

本論文はタオノレ織物の糸抜けを防止し，品質を向上するため，パイルの引抜き強さを解明し，パイル

の引抜き強さを大きくするための指針を得ょうとしたもので つぎのような成果を見出している。

(1) タオノレ織物のパイル引抜き強さを研究するため 任意の屈曲角度での摩擦測定のできる試験機を試

作し，糸の構造と屈曲状態での摩擦との関係を見出している。

(2) たて糸張力を増加するとたて糸の交差角度が小さくなり織物密度が増し，その結果パイノレ引抜き強

さが大きくなる。

(3) タオノレ織物はパイル引抜き強さがある値以下のときに洗濯中パイル抜けが生じるが，洗濯回数を重

ねるとパイルのねじれや毛羽が増加してパイル引抜き強さが増す。

(4) タオル織物のパイル引抜き強さを増すためには よ乙糸本数を増すかあるいはよ乙糸の撚数を多く

し，パイノレ糸の撚数を少くする乙とが有用である。

以上のように，本研究は織物構成糸の屈曲状態からの繊維引抜きに関して新知見を得ており，さらに

その結果の実際問題での応用も試みている。これらの結果は繊維工業ならびに繊維工学に寄与するとこ

ろが大であるロ

よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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